
第9回PIERSフォーラム 令和4年7月26日（火）15:00～17:00 

テーマ；海の上を歩く英国の桟橋（その２） 

参加申し込み； 
  forum@piers.jp 宛に、氏名（ふりがな）・所属・肩書・連絡用電話番号を明記したメールを送信下さい。 
  受付後、オンラインフォーラムの参加手順を記載したメールをそのアドレス宛に返信いたします。 
  なお、オンライン運営の都合上、参加者数を制限させていただく場合がありますので、予めご了承下さい。  
 
       PIERS研究会については、ホームページ（http://www.piers.jp/）をご覧ください。  

 英国の海辺のリゾートには海の上を歩いて楽しむための桟橋が多数あります。日本で桟橋といえば船を

係留し貨物を積み下ろし旅客が乗降するイメージですが、英国では船のためというよりは、街の延長とし

て人々が海の上で様々に楽しむための公園のような空間になっています（次頁の写真をご覧下さい） 。

日本の感覚では「ナニコレ？！」満載ですが、海をとことん楽しむ知恵に溢れた「英国の桟橋」の魅力を、

英国の文化的バックグランドにも触れながらご紹介させていただきます。 

 PIERS研究会は、2013年から15年の各年計3回にわたり英国に出かけ現存する59桟橋のうち56桟

橋を現地踏査しております。その際に調査団が撮り溜めた写真は「PIERS研フォトライブラリー英国桟橋

群」として計46,976枚に達しています。今回のセッションの発表ではこれらPIERS研オリジナルの写真をた

くさん盛り込んで、調査団員が現地で感じた驚きや感動をビジュアルにお伝えできればと考えております。   

 このフォーラムが、日本とは随分違った英国人の海辺や海の楽しみ方に興味を持っていただいたり、海

辺の魅力を地域の街づくりに活かすための切っ掛けになれば幸いです。 視聴いただくだけでもどうぞ、多

くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。  

mailto:forum@piers.jp
http://www.piers.jp/


1901年開設、延長153m、イングランド東海岸 
桟橋上を歩いたり、休憩したり 奥には海上の劇場 
                   ＜クローマー桟橋＞ 
 
 
 
                    今回のフォーラム 
                     で取り上げます 
                                                       

1881年開設、延長153m、イングランド東海岸 
子供向け遊園地（昭和のデパート屋上） 

＜スケッグネス桟橋＞ 

1877年開設、延長700m、北ウェールズ 
ヴィクトリア時代の雰囲気濃 

＜ランディドノ桟橋＞ 

みんな「海の上を歩いて楽しむ」英国の桟橋です 

1893年開設、延長150m、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ ｱｲﾘｼｭ湾沿 
干潮時には巨大な構造物の全容が見える 

絶叫マシーン多数 
ブラックプール・サウス桟橋 

 
 
 

今回のフォーラムで 
他の２桟橋とあわせて取り上げます 



第９回 ＰＩＥＲＳフォーラム（ハイブリッド形式）  

◆ 主催：ＰＩＥＲＳ研究会  

◆ 日時：令和4年７月２６日（火）  1５：00～1７:00 

◆ 会場：Zoom-Webinar（リモート） ＜リアル参加はPIER研究会会員限定＞ 

 

     テーマ 「海の上を歩く英国の桟橋（その２）」   
 
◆ プログラム                         

         主催者ご挨拶；  古土井光昭（PIERS研究会会長） 

      セッション＃1； 「歩いて巡る英国の桟橋 第２回 クローマー桟橋」 

          スピーカー； 八尋明彦（PIERS研究会） 

          1５：１０～１６：０５ (発表４０分 ディスカッション15分） 

           セッション＃2； 「歩いて巡る英国の桟橋 第３回 ブラックプール3つの桟橋」     

          スピーカー； 古土井光昭（PIERS研究会） 

          1６：０５～１７：００ (発表４０分 ディスカッション15分） 

      総括コメント；   未定   

    



PIERS研究会英国桟橋現地調査の軌跡 



PIERSフォーラム開催実績 

● 第1回 2017年4月26日（木）16時～17時半    「港湾ストックの活用による市民に身近な港湾空間づくり」 
   ①英国桟橋調査及び沿創研の成果から          PIERS 研究会  八尋理事 
   ②港湾整備長期政策の観点から               港湾局計画課  石橋企画室長 
   ③防波堤の開放政策の観点から          港湾局海洋・環境課  奥田港湾環境政策室長 
● 第2回 2017年7月25日（火）15時半～17時半   「海岸利用の新しい方向について」 
   ①海岸行政の新しい方向について   港湾局海岸・防災課 佐溝 津波対策企画調整官 
   ②成熟社会の新しい海岸づくりの提案             PIERS 研究会  井上副会長 
● 第3回 2017年10月1日（火） 15時半～17時半   「クルーズ船寄港を活かしたみなとまちづくり」 
   ①国土交通省におけるクルーズ振興の取組について   国土交通省港湾局産業港湾課  石原 洋 クルーズ振興室長 
   ②クルーズを取り巻く最近の状況     一般財団法人みなと総合研究財団 森 信哉 クルーズ総合研究所副所長 
● 第4回 2018年2月2日（金）15時半～17時半    「地域活性化方策と港湾技術について考える」 
   ①港湾中長期構想に対応した港湾技術の方向    国土交通省港湾局技術企画課  西尾 保之 技術監理室長 
   ②「英国桟橋の魅力を語る」 第 1 回  ブライトン・パレス＋・ウェスト桟橋、クレブドン桟橋 PIERS 研究会  布施谷 寛 理事 
● 第5回 2018年4月23日（月）15時半～17時半   「英国桟橋の魅力を日本に活かす」 
   ①「英国桟橋の魅力を語る」 第 2 回  ウェストン・スーパーメア・グランド桟橋、サウスエンド桟橋    PIERS 研究会  大野正人理事 
   ②「日本の海岸で桟橋を活かす」第 1 回  
     １）別府海岸      PIERS 研究会会員 井上 憲 いであ（株）     ２）那覇・豊見城海岸       PIERS 研究会会員 山下 徹 五洋建設（株） 
● 第6回 2019年1月31日（木）15時～18時      「2018 欧州桟橋現地調査の報告」 
   ①調査の趣旨・実施の概要      古土井団長（PIERS 研究会会長）  
   ②調査した桟橋の概要 
      １）ベルギーの桟橋            林団員、横田団員、菊池団員        ２）オランダの桟橋                髙松団員、首藤団員、宮下団員  
      ３）ドイツ・リューゲン島の桟橋    長廻団員、市川団員             ４）ドイツ・ウーゼドム島の桟橋       吉田団員、菅野団員、中島団員  
   ③３か国の桟橋・親水空間の特徴  布施谷主査   ④３か国の海岸整備の特徴  八尋主査   ⑤３か国の旅事情   岩城副団長   
   ⑥まとめ  井上副団長  
● 第7回 2020年12月11日（金）、12月14日（月） 13時半～16時半   「海辺を生かした街づくり－国内 3 地域おける親水空間の実態調査報告と提言－」 
   ①PIERS 研 2019 国内調査の報告 
      １）博多湾・関門海峡地域   八尋チームリーダー、西川理事、市川会員、山根会員、兼澤会員、菊地会員、高城会員、林会員、山下会員 
      ２）日本海沿岸越後地域   布施谷チームリーダー、岩田会員、髙松会員、渡邉会員   
      ３）東北震災復興地域      井上チームリーダー、古土井会長、岩城副会長、吉田理事、押田会員、横田会員   
   ②欧州の「海辺を生かした街づくり」     布施谷 PIERS 研究会事務局長  
   ③国内調査総括と PIERS 研究会提言    井上 PIERS 研究会副会長 
● 第8回 2022年3月10日（木）14時～16時       「海の上を歩く英国桟橋」 
   ① 「歩いて巡る英国桟橋」第1回ブライトン・パレス桟橋   井上聡史PIERS研副会長 
   ②英国人にとっての桟橋と海辺         井上聡史PIERS研副会長 


